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制御用空気設備 

（非常用逃がし安全弁駆動系） 
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計測制御系統施設 

8. 制御用空気設備 

8.3 非常用逃がし安全弁駆動系 

(2) 容器 

・可搬型 

a. 非常用逃がし安全弁駆動系高圧窒素ボンベ 

(5) 主配管 

・常設 
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8.3 非常用逃がし安全弁駆動系 

(2) 容器の名称，種類，容量，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料，

個数及び取付箇所（常設及び可搬型の別に記載すること。） 

・可搬型 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 

－ 

非常用逃がし安全弁駆動系 

高圧窒素ボンベ 

種 類 － 一般継目なし鋼製容器 

容 量 L/個 46.7 以上（46.7＊1） 

最 高 使 用 圧 力＊2 MPa 14.7 

最 高 使 用 温 度＊2 ℃ 40 

主 

要 

寸 

法

外 径 mm 232＊1 

高 さ mm 1370＊1 

胴 部 厚 さ mm 5.1（5.1＊1） 

底 部 厚 さ mm 10.2（10.2＊1） 

材 料 － マンガン鋼 

個 数 － 3（予備 9） 

取 付 箇 所 － 

保管場所： 

原子炉建屋原子炉棟 EL.8.20 m

取付箇所： 

3 本： 

原子炉建屋原子炉棟 EL.8.20 m

注記 ＊1：公称値を示す。 

   ＊2：重大事故等時における使用時の値を示す。 

 

 

2



  

 

NT2 補② Ⅱ R1 

(
5
)
 
主
配
管
の

名
称
，
最

高
使
用
圧
力

，
最
高
使

用
温
度
，

外
径
，

厚
さ
及
び
材
料

（
常
設

及
び
可
搬

型
の
別
に
記
載

し
，
可

搬
型
の
場

合
は
，
個
数

及
び
取
付

箇
所
を
付

記
す
る
こ
と

。）
 

・
常
設
 

変
更

前
 

変
更

後
 

名
 

 
 
 
称
 

最
高
使
用

圧
力
 

(
M
P
a
) 

最
高

使
用
温
度
 

(
℃

) 

外
 
径
 

(
㎜
) 

厚
 

さ
 

(
㎜

) 
材

 
料
 

名
 
 
 
 
称
 

最
高
使
用
圧
力
 

(
M
P
a
) 

最
高
使
用

温
度
 

(
℃

) 

外
 
径

＊
1  

(
㎜

) 

厚
 
さ
 

(
㎜
) 

材
 

料
 

非 常 用 逃 が し 安 全 弁 駆 動 系 

―
 

非 常 用 逃 が し 安 全 弁 駆 動 系 

非
常
用
 

逃
が
し
安

全
弁
駆
動
系
 

高
圧

窒
素
ボ
ン
ベ
 

～
 

弁
B
2
2-
F
0
13
A
,
G,
S
,
V 

1
5
.
0
＊

2  
6
6
＊
2
 

2
7
.
2 

(
3
.9

＊
1 )
 

S
U
S
3
0
4 

2
7
.
2 

3
.
9
＊
1，

＊
3  

S
U
S
3
0
4T
P 

2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

3
.
9
＊
1
 

/
3
.
9＊

1  

/
3
.
9＊

1  

S
U
S
3
0
4T
P 

2
7
.
2 

3
.
9
＊
1
 

S
U
S
3
0
4 

2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

/
-
 

3
.
9＊

1
 

/
3
.
9＊

1  

/
-
 

S
U
S
3
0
4T
P 

1
.
4
5
＊

2  
6
6
＊
2
 

2
7
.
2 

2
.
9
＊
1，

＊
3  

S
U
S
3
0
4T
P 

2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

/
-
 

2
.
9＊

1
 

/
2
.
9＊

1  

/
-
 

S
U
S
3
0
4T
P 

2
.
2
8
＊

2  
1
7
1
＊
2  

2
7
.
2 

2
.
9
＊
1，

＊
3  

S
U
S
3
0
4T
P 

2
7
.
2 

/
-
 

/
2
7
.
2 

2
.
9
＊
1
 

/
-
 

/
2
.
9＊

1  

S
U
S
3
0
4T
P 

6
0
.
5 

/
2
7
.
2 

3
.
9
＊
1
 

/
2
.
9＊

1  
S
U
S
3
0
4T
P 

8
9
.
1 

/
6
0
.
5 

5
.
5
＊
1
 

/
3
.
9＊

1  
S
U
S
3
0
4T
P 

8
9
.
1 

5
.
5
＊
1
 

S
U
S
3
0
4T
P 

8
9
.
1 

(
5
.5

＊
1 )
 

S
F
V
C
2
B 

2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

/
2
7
.
2 

2
.
9
＊
1
 

/
2
.
9＊

1  

/
2
.
9＊

1  

S
U
S
3
0
4T
P 

2
5
.
6 

0
.
3
＊
1
 

S
U
S
3
0
4 

注
記
 
＊

1：
公
称
値
を

示
す
。
 

＊
2
：
重
大
事

故
等
時
に
お
け
る

使
用
時

の
値
を
示

す
。
 

＊
3
：
エ
ル
ボ

に
あ
っ
て
は
，
管

と
同
等

以
上
の
厚

さ
の
も
の
を

選
定
。
 

  

3



 

 

 

N
T
2
 
補
②

 Ⅱ
 
R
1 

 以下の設備は，既存の原子炉格納施設のうち原子炉格納容器（貫通部）であり，制御用空気設備

（非常用逃がし安全弁駆動系）として本工事計画で兼用とする。 

 

・常設 

  原子炉格納容器配管貫通部 X-57 
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